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NALYSYS、1on1の質を高める「AIマネジメントサポート機能」を​

6月25日より提供開始 

 
 

マネジメントの属人化を解消、部下の成長・定着をAIで支える 
 
 

 
レバレジーズ株式会社が運営する従業員モチベーション管理システム 「NALYSYS（ナリシス）」（
https://nalysys.jp/）は、上司との1on1面談をAIがサポートする 「AIマネジメントサポート」機能の
提供を開始しました。プレイングマネージャーの業務過多や部下の価値観の多様化により 、マネ
ジメントの難易度が高まる中、属人化しがちなマネジメントを組織全体で再現可能にします。 
 

■開発背景 
NALYSYSは、モチベーションサーベイ「NALY」を通じて、メンバーのコンディション変化を可視化
してきました。しかし、可視化された情報をもとに「どのように声をかけ、どのような面談をすべき

か」と悩むマネージャーは少なくありません。こうした課題を受け、面談の準備から記録、フォロー

アップまでを一貫してAIが支援する「AIマネジメントサポート」機能を開発しました。 

https://nalysys.jp/


■主要機能について 

特徴1：面談の準備を AI がサポート 
メンバーのモチベーションスコアの推移や性格情報をAIが分析し、面談時に確認すべき質問例
や、メンバーに合わせたマネジメントアドバイスを提示します。 

 

 

特徴2：面談中の状況把握と記録の手間を軽減 
面談時には、システム上でモチベーションスコアや性格傾向をグラフで表示しながら、データに基

づいた対話を進めることが可能です。対面での面談では、音声録音機能を活用することで、AIが
議事録や要点のサマリーを自動生成。手書きやタイピングによる記録作業の手間を削減し、マ

ネージャーがメンバーとの対話に集中できる環境を実現します。 

 



特徴3：継続学習によるフォロー精度の向上 
面談を重ねるほど、より精度の高いフォローアップが可能。AIは自動生成された議事録の内容を
学習し、次回以降の面談時にその内容をもとにした示唆を提供します。繰り返しの対話によっ

て、そのメンバーに特化した個別性の高いアドバイスや質問例が提示されるようになり、モチベー

ションフォローの質の向上に貢献します。 

 
 
NALYSYSは本機能の提供を皮切りに、マネージャー視点にとどまらず、マネージャーとメンバー
双方が主体的に面談テーマの設定や共有ができる、双方向の1on1支援へと進化を続けていき
ます。よりオープンで質の高いコミュニケーションの実現を通じて、組織全体の持続的な成長に貢

献してまいります。 

■お問い合わせ先 
NALYSYSに関するお問い合わせは、下記お問い合わせフォームよりお送りください。 
https://nalysys.jp/service/contact/ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://nalysys.jp/service/contact/


レバレジーズ株式会社（ https://leverages.jp/ ） 
 

本店所在地 ： 東京都渋谷区渋谷二丁目24番12号　渋谷スクランブルスクエア24階 /25階 
代表取締役： 岩槻　知秀 

資本金　　： 5,000万円 

設立　　　： 2005年4月 

事業内容　： 自社メディア事業、人材関連事業、システムエンジニアリング事業、システムコンサルティング事

業、M&Aアドバイザリー事業、DX事業、メディカル関連事業、教育関連事業 

 
社会の課題を解決し関係者全員の幸福を追求し続けることをミッションに、インターネットメディア・人材・システムエンジニ

アリング・M&Aの領域で国や業界をまたいだ問題解決を行なっています。2005年に創業以来、黒字経営を継続し、2023

年度は年商1149億を突破しました。各分野のスペシャリストが集うオールインハウスの組織構成と、業界を絞らないポー

トフォリオ経営で、時代を代表するグローバル企業を目指します。 

 
本リリースに関する報道関係のお問い合わせ 

レバレジーズ株式会社　広報部 

TEL：03-5774-2900  MAIL： pr@leverages.jp 

 

https://leverages.jp/
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